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2 5 宋・閲宝4(971)ー宋・太平興国3(978) 
3 7 ? 
4 9 ? 
5 5 ? 
6 12 ? 
7 2 ? 
8 2 ? 
9 4 宇
10 3 ? 
1 3 宋・成淳3(1267) 
12 2 冗・至冗25(1288)ー冗・廷祐4(1317) 
13 予





19 3 ? 
20 3 ? 
21 5 ? 
22 5 ? 
23 2 明・隆鹿6(1572) 
24 4 明・万暦24(1596)一明・万暦40(1612) 
25 10 明・天啓6(1626)ー康照2(1663) 
26 20 順治14(1657)ー康照41(1702) 
27 部 康照20(1681)ー乾隆18(1753) 
28 89 康照49(1710)ー乾隆38(1773) 
29 113 乾隆1(1736)一道光9(1829) 
30 131 乾隆26(1761)一成豊7(1857) 
31 155 乾隆49(1784)一同治9(1870) 
32 116 事鹿1 (1806)一光緒2(1876) 









































































































































































































































































29 113 。 。 。 l 
30 131 13 3 。 9 
31 155 25 9 1 4 
32 116 9 8 。 。
3 2 4 。 4 。 。
合計 52 13 24 1 14 
表3が示すように、太平天国による被害者は、 31世 (25人)が最も多く、 30世(13人)、














分世 世生年 西暦 名 父 学{主 'fr位・官職 崇嗣 被害状況
殿模公 31 嘉鹿181813 組嘉遥 組学愈 候選従九品 本部昭忠嗣 常州が陥落し、賊を周り、殺される。
議鈍候選主
股撰公 31 道光11821 趨振綱 趨夢鮮 簿・ 1C功保 本郡昭忠嗣 常州が陥落し、市街戦で職死。
挙六品頂蹴
兄・振綱が害に過うのを見て、水に身
殿撰公 31 道光241844 越振紺 趨冠軍 本郡昭忠嗣 を投げて死す(実際には趣振綱は兄で
はなく血筋としては従兄弟)。
太原公 31 嘉鹿241819 組爾順 組廷直 本郡UB忠がl常州が陥落し、水に身を投げて死す。
父・嘉逮が害に過うのを見て、助けよ
殿撰公 32 道光161836 越森保 組高述 快進従九品 本郡昭忠嗣 うと駆けつ事はけ帯韓「救且世さJれ韓のる』訴と(りl自国記で文さあにれろはてう、い)『。兄るI父嘉逮過
が、「兄J
殿撰公 32 成豊11851 組茂承 越振綱 本部昭忠嗣
母とともに水に身を投げて死す(組艇l
網の長男)。
股撰公 32 成豊6 1856 趨壬承 組振綱 本部昭忠嗣
母とともに水に身を投げて死す(趨振
綱の次男)。
股撰公 33 ? 官 組漢初 趨滋保 本郡昭忠嗣 父母とともに死す。
股撰公 33 成畳9 1お9趨宝林 組興藻
常域が陥落し、服毒死(父・越興部は|
保定府清苑県管河県丞)。
殿撰公 33 道光231843 趨安保 越興蔚 本部昭J忠嗣
常城が陥落し、賊を部り、死す(趨興
蔚の三男)。




分世 世生年 西暦 名 父 学位 創立・官職 崇嗣 被害状況
殿撰公 30乾陵481783 組学伊 組盟玉 l五I~f:~t 辞州および 蘇州が陥落し、自ら結死。本郡昭忠嗣
殿撰公 31嘉鹿211816 越世勲 越学伊 蘇ナIHf.fJじ有l 蘇州および 辞州が陥落し、自ら結死(組学伊県鹿膳生 本部昭忠嗣 の次男)。
殿撰公 31 道光l1821 趨世泰 越学伊
昨州および 昨州が陥落し、自ら結死(組学伊
本郡昭忠嗣 の四男)。
殿撰公 31 嘉鹿191814 越鹿錫 趨学伯
若草州および 罫州が陥落し、自ら結死(組学fl'
本郡昭忠嗣 の長男)。
殿撰公 31 嘉慶201815 越鹿錯 越学的 凶学生
辞州および 葺州が陥落し、自ら結花(越学{(I
本郡昭忠嗣 の次男)。
殿撰公 31 高慶171812 趨鹿祁 越学瀦 r~州昭忠嗣 藤城が陥落し、水に身を投げて死す。
殿撰公 32 道光291849 組潤嵯 組嘉齢 本郡昭忠嗣 不明(父・超高齢は直隷保定に似埋葬)。
卑匪に過い捕らわれる(組学伊の
殿撰公 32 道光241844 趨爾i斉 越世栄 認) (婚約者の謝氏は鮮州府長洲
県人の娘)。




































































































分世 世 生年 西暦 名
太原公 30 道光10 1830 趨廷亮
殿撰公 31 嘉鹿20 1815 超弁英
殿撰公 31 嘉鹿16 1811 趣世栄
殿撰公 31 道光1 1821 越振網
段撰公 31 道光9 1829 越振紀




























位・官職・世職を得たことがわかる。 8名の内訳は、 30世が1名、 31世が5名、 321止が2
名である。また、殿撰公分世は6人、太原公分世が2人である。
〈注〉



























*5 宋漉等撰『元史j巻六十二、志第十四、地理五、中華書局、 2005年、 1491頁を参照。
*6 至順3年11月に「戊申Jの日はないので誤りか。「椴」は土を盛り上げた台。「整」は基。
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~~.!L ~J~fr)f~ ~30-f} (2013) 
The History of the Zhao Family of Guanzhuang 
Village in Changzhou Prefecture (2) 
Kaori Asanuma 
2. Two Sufferings of the Zhao Family 
The Zhao family survived two serious setbacks in the eighteenth and the nineteenth 
centuries. The first of these was the execution of Zhao Feng-zhao. who was sentenced to death 
for bribery. He had four surviving sons. and the life story of one of them is known in detail 
thanks to the existence of a book. describing the family history. It is known from this book that 
the family regained their honor and prosperity after the hardship that was caused by the 
execution of Zhao Feng-zhao. The second and much more serious setback for the family was 
brought about by the Taiping Rebellion. At the fall of the two prefectural cities of Changzhou 
and Suzhou, there were many casualties. including some members of the Zhao family. Zhao 
Zhen-zuo. a famous local hero of the time, sacrificed his life at the siege of Changzhou in order 
to protect the people. His story was commemorated in the official history of the Ch'ing dynasty. 
In addition. some other members of the Zhao family gained official ranks in return for their 
military exploits or as a result of the deaths of their fathers while fighting against the rebels. 
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